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三
者
で
が
っ
ち
り
と
握
手

　松江市のまちかど研究室から、バス停待合いの環境をよくしていく活動の一環として、
バスの待合ベンチ2台を寄贈して頂きました。このベンチは、斐伊川上流の奥出雲町と
提携したいと、町内の産業コーディネーター大塚光佳さんを通じて、長年家具などを製
作している渡部庫一さんに依頼し製作されました。
　奥出雲町のヒノキ間伐材が使われており、座面を若干高くし、座面をやや傾けること
によって、バスが来た時にお年寄りの方でも立ち上がりやすいつくりになっています。
　また背もたれ部分には、奥出雲のソロバンをイメージした模様が並んでいます。
　現在このベンチは、ＪＲ出雲三成駅と出雲横田駅のバス停に設置されています。
　みなさん大切に使いましょう。

　
㈱
仁
多
産
業
で
は
、
縫
製
後
の

ジ
ー
ン
ズ
に
「
形
態
安
定
加
工
」
、

「
レ
ー
ザ
ー
加
工
」
な
ど
独
自
の

技
術
を
施
し
、
高
付
加
価
値
ジ
ー

ン
ズ
と
し
て
全
国
は
も
と
よ
り
海

外
で
も
商
品
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
年

々
受
注
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
生
産
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
に
な
り
九
月
五
日
、
県
庁
に
お

い
て
立
地
計
画
認
定
書
交
付
及
び

覚
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
松
尾
副
知
事
、
仁
多
産

業
の
川
西
一
夫
代
表
取
締
役
、
岩

田
町
長
が
出
席
し
、
副
知
事
か
ら

認
定
書
が
交
付
さ
れ
た
後
、
三
者

で
覚
書
の
調
印
、
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
条
例
に
基
づ
き
島
根
県
で
は
投

資
額
の
五
　
と
雇
用
助
成
金
を
交

付
し
、
奥
出
雲
町

で
は
三
年
間
の
固

定
資
産
税
免
除
な

ど
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
今
回
の
整
備
で

は
、
一
層
の
高
品

質
、
短
納
期
、
更

に
新
商
品
の
開
発

な
ど
を
図
る
た
め

に
工
場
棟
の
増
設
、

機
器
設
備
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
総
投
資
額
は
約

二
億
四
千
二
百
万

円
、
今
後
三
年
間

で
四
十
一
名
を
雇

用
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
川
西
代
表
取
締
役
は
「
奥
出
雲

の
地
で
新
商
品
の
開
発
を
行
い
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品
と
し
て
展

開
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
で
き

る
限
り
地
域
経
済
の
発
展
、
雇
用

の
創
出
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
今
後
の
抱
負
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

▲
　
十
月
に
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
る

第
六
十
回
国
民
体
育
大
会
の
出
場

権
を
賭
け
た
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
の
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

が
、
今
年
は
奥
出

雲
町
を
会
場
に
八

月
十
九
日
か
ら
二

十
一
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
島
根
県
チ
ー
ム

は
四
部
門
全
て
で

決
勝
戦
に
進
み
、

全
国
大
会
常
連
校

の
横
田
高
校
男

女
、
今
年
か
ら
日

本
リ
ー
グ
で
活
躍

す
る
成
年
男
子
チ

ー
ム
が
優
勝
し
、

そ
れ
ぞ
れ
本
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
、
く
に
び
き

国
体
以
来
し
っ
か
り
と
町
の
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
定
着
し
、
国
体
で
の

島
根
県
チ
ー
ム
の
主
要
な
得
点
競

技
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
昨
年
の

埼
玉
国
体
で
も
総
得
点
の
二
十
　

以
上
を
稼
い
で
い
ま
す
。

　
今
年
の
国
体
で
も
上
位
入
賞
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
八
月
二
十
四
日
、
二
十

五
日
の
両
日
、
三
成
愛
宕
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
お
祭
り
は
、
町
内
で
「
愛

宕
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
約

三
百
年
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
雲

南
地
区
随
一
の
賑
わ
い
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
四
日
の
本
祭
り
で
は
、
三

成
の
町
を
見
下
ろ
す
愛
宕
山
に
巨

大
な
布
で
作
ら
れ
た
「
一
夜
城
」

が
灯
明
の
明
か
り
で
幻
想
的
に
照

ら
さ
れ
る
中
、
二
千
発
の
花
火
や

多
く
の
仁
輪
加
が
繰
り
出
し
ま
し

た
。

　
町
内
の
若
者
約
百
二
十
名
「
仁

多
御
輿
連
」
に
よ
る
御
輿
担
ぎ
、

島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

の
学
生
に
よ
る
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン

バ
、
地
元
の
頭
打
ち
、
盆
踊
り
、

仁
多
乃
炎
太
鼓
の
勇
壮
な
祭
囃
子

な
ど
が
お
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
早
稲
田
大
学
ち
ん
ど
ん
研
究
会

（
風
街
宣
伝
社
）
の
特
別
参
加
も

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
役
場
前
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
、
ご
当
地
演
歌
「
忘
れ

な
い
で
奥
出
雲
」
を
歌
う
七
瀬
も

み
じ
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
三
成
の
町
に
は
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
訪
れ
、
夜
遅
く
ま
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　この度、蔵
屋自治会が道
路交通の安
全、道路愛護
等に特に顕著
な功績があっ
た団体として
国土交通大臣
から感謝状が贈られ、8月22日、県庁に
おいて澄田知事から伝達されました。
　蔵屋自治会では、平成5年から集落の
幹線道路沿いを「蔵屋ツツジとアジサ
イロード」として植栽、植樹、草刈、
側溝の清掃などを行い、また年2回地域
住民による道路の清掃活動も継続して
実施し、道路環境の美化に多大の貢献
をされました。

　島根県が地域一体と
なって農業・農村の活
性化に挑戦している地
域を顕彰する「がんば
っている地域の活動」
顕彰事業に八川地区の
農業生産法人・三森原
（代表　梅木重信）が
選ばれ、このほど県知
事表彰を受けました。
　三森原法人は旧横田町において初の集落営農法人、農業生
産法人として平成12年に設立され、以来米や味噌加工などに取
り組み、独自な販売ルートの開拓などアグリビジネスを強力
に進めるとともに、町内の生産法人組織等の設立にも積極的
に協力され、今では6法人で構成する「横田町特定法人ネッ
トワーク」を立ち上げるなど、地域の農業振興に大きく貢献
されました。

▲認定書の交付を受ける川西代表取締役▲活躍する島根県チーム（少年男子）


